
市の花
カキツバタ

市の木
サクラ

市の鳥
ヒバリ

２０１６
平成 28 年

1月号
Ｎｏ . １９２

手作りおせちに挑戦！

・年頭のごあいさつ……………………………❷
・高島の食と人……―…３つの○○……―… ………❽
・税のお知らせ…………………………………�ー�
・在宅医療出前講座を開催しています………�

友好都市との交流………❸ｰ❻
主
な
内
容

特  集

12 月４日（金）、高島調理師会
主催の調理技術講習会「手作り
おせちに挑戦」が安曇川公民館
で行われました。

手作りおせちに挑戦！
12 月４日（金）、高島調理師会
主催の調理技術講習会「手作り
おせちに挑戦」が安曇川公民館
で行われました。
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年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
は
、
議
会
の
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
合
併
に
よ
る
市
制
施
行
後
11
年
が
経
過

し
、
地
方
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
時

に
こ
そ
、
市
民
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
各
地
域
が

力
を
合
わ
せ
て
、
一
体
感
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
実
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
環
境
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
基
準
値
超
過
に
よ
り
、

停
止
さ
れ
て
い
た
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
埋
立
処
分
場
へ

の
搬
入
が
、
４
月
８
日
か
ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
事
案
の
再

発
防
止
と
信
頼
回
復
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
も
４
月
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
市
民

皆
様
の
関
心
も
高
く
、
議
会
に
お
い
て
も
条
例
改

正
案
や
関
連
予
算
に
対
し
て
真
剣
で
精
力
的
な
議

論
を
積
み
重
ね
、
ご
承
知
い
た
だ
い
て
い
る
と
お

り
、
議
会
の
判
断
、
意
思
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
10
月
に
は
、「
高
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総
合

戦
略
は
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
高
島
」
を
目
指
し
て
、

今
後
５
年
間
の
基
本
目
標
や
具
体
的
な
施
策
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
将
来
に
お
い
て
、
安
定
し
た

雇
用
の
創
出
や
定
住
促
進
、
充
実
し
た
子
育
て
環

境
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
年
代
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
口
構
成
を
目
指
す
も
の
で
、
議
会

と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
し
っ
か
り
と
検

証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
方
分
権
改
革
の
進
展
と
と
も
に
、
二
元
代
表

制
の
一
翼
を
担
う
議
会
に
は
、
市
民
皆
様
の
多
様

な
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
は

も
と
よ
り
、
市
政
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、議
員
同
士
の
活
発
な
議
論
を
促
し
、

市
民
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
さ
ら
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
皆
様
に
大
変
な
ご
心
配
を
お
掛
け
し

て
ま
い
り
ま
し
た
環
境
セ
ン
タ
ー
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

問
題
に
解
決
の
目
途
が
つ
き
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
へ
の
ば
い
じ
ん
等
の
搬
入
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
に
は
、
生
ご
み
処
理
機

の
導
入
を
は
じ
め
、
ご
み
減
量
に
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
市
の
将
来
に
と
り
ま
し
て
明
る

い
話
題
を
い
く
つ
か
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
８
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
「
び
わ
湖
高
島
え
ん
む
す
び
」
に
、
昨
年
末
ま

で
の
間
、
全
国
各
地
か
ら
約
２
億
円
も
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
11
月
に
は
、
安
曇
川

町
の
鴨
川
地
先
に
、
会
員
制
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
の
誘
致
が
決
ま
り
、
地
元
雇
用
は
も
ち
ろ
ん
、

地
元
産
食
材
の
活
用
や
市
内
経
済
へ
の
波
及
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
公
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
観
光
面
で
は
、
市
内
３
つ
の
重
要
文
化

的
景
観
、
白
鬚
神
社
、
シ
コ
ブ
チ
信
仰
な
ど
を
構

成
文
化
財
と
す
る
「
日
本
遺
産
」
選
定
の
ほ
か
、

日
本
初
開
催
と
な
っ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
ン
、
一
昨
年

に
引
き
続
い
て
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
開
催
も

話
題
と
な
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
の
波
が
、
高
島
に
新
た
な
人
の
流
れ
を
生

み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
人
口
一
人
当
た
り
の
延
床
面
積
が
県

平
均
の
約
２
倍
と
な
る
市
の
公
共
施
設
、
生
活
に

欠
か
せ
な
い
道
路
・
橋
・
水
道
施
設
等
の
老
朽
化

に
伴
う
改
修
や
建
替
え
の
必
要
時
期
が
、
今
後
順

次
到
来
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
私
自
身
の
最
優
先
課
題
は
、
何

よ
り
も
「
持
続
可
能
な
ま
ち
高
島
」
を
描
く
こ
と

と
い
う
決
意
に
、
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
昨
年
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
の
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
今
後
、
高
島
市
全
体
の
課
題

や
将
来
像
を
、
旧
町
村
の
居
住
域
に
と
ら
わ
れ
ず

に
考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
場
と
機
会
を
創
造
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
ど
う
ぞ
、
市

政
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新 新

高島市議会議長 高島市長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長

廣本　昌久
高島市長高島市長高島市長高島市長高島市長

福井　正明福井　正明
高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長高島市議会議長

廣本　昌久

　
毎
年
の
よ
う
に

　
お
互
い
の
と
こ
ろ
へ
行
き
交
い

　
お
互
い
の
お
み
や
げ
を
持
ち
寄
り
、

　
お
互
い
の
こ
と
を
知
り
、
友
情
を
育
む

　
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
は

　
相
手
を
気
遣
い
、
助
け
て
く
れ
る

　
そ
ん
な
友
人
が
高
島
市
に
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
で
友
好
都
市
と
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
高
島
と
は
違
う
ま
ち
で

　
　
　
出
会
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
高
島
を
訪
れ
て

　
　
　
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
お
互
い
の
ま
ち
を
知
っ
て
、

　
　
　
お
互
い
の
よ
さ
に
気
づ
き
ま
す
。

　
人
、
食
べ
物
、
文
化
、
自
然
。
つ
な
が
る
き

っ
か
け
と
、
相
手
を
知
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
何
度
も
会
い
た
く
な
る
“
人
”

や
“
モ
ノ
”
や
“
ま
ち
”
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
こ
う
し
た
交
流
か
ら
、
新
た
な
気
づ
き
を
得

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
気
づ
き
は
、
私
た
ち
の
意
識
を
変
え
、
新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
、
大
き
な
躍
動
へ
と
発

展
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
ん
な
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
交
流
を
続

け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
お
正
月
は
、
久
し
ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会
で

変
わ
ら
ぬ
友
情
を
確
か
め
合
う
機
会
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
高
島
市
の
“
友
人
た
ち
”
に
も
思

い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

毎
年
の
よ
う
に

友友
好
都
市
と
の
交
流



  　　　   

▼友好交流調印日　平成 18 年 4 月 25 日
　　（災害時における相互応援協定も同時調印）

▼人口　１４４, ６５３人

●守口市シンボル
　キャラクター　
　守口市の伝統野菜
「守口大根」を首に
巻いた、しば犬の男
の子。愛称は選考中
です。

吹田市の名産、伝統野菜の「吹田くわい」
をモチーフにした男の子。

　昭和 55 年、安曇川町長尾に守口市安曇

川レクリエーションセンターが開設された

ことを契機に、旧安曇川町との間に「友好

提携宣言」を締結し、交流が始まりました。

【　　体験交流　　】
　毎年、守口市民が訪問され、高
島市の自然や文化にふれる一日
を楽しまれています。今年度は、
10 月３日（土）に 25 名が訪問
され、大溝の町並み散策やいちじ
く狩りを満喫されました。

【……エフエムもりぐち……】
　地域コミュニティ FM 放送
局が運営する番組に出演し、高
島市の旬な情報を守口市にお届
けしています。今年度は海津大
崎の桜の紹介やくつきの森を取
り上げてもらいました。

【　吹田産業フェア　】
　毎年５月に吹田市で開催され
る吹田産業フェアに参加し、高
島市特産品を販売しています。

【…北千里駅前の産直市…】
　毎月２回、北千里駅前で農産
物をメインに生産者が対面で販
売する産直市を開催しています。

【……少年キャンプ大会……】
　吹田と高島の子どもたちが、自
然の中での体験活動をとおして

「発見・冒険・挑戦」の精神を養
いながら、友情を育むために毎年
キャンプを実施しています。昭和
55年に始まり、今も続いています。

【……大洲の旅・高島の旅……】
　両市の市民が、数年ごとに相手方
のまちを訪れ交流を深めています。
　お互いに中江藤樹先生ゆかりの
地を訪ね、藤樹先生の話を聞いた
り、交流会を行ったりしています。

【……特産品販売交流……】
　お互いに相手方のイベント
に参加し、特産品の販売を行
っています。大洲市は、たか
しままるごと特産市に、高島
市からは大洲まつりにそれぞ
れ参加しています。

【…中江藤樹小学生交流…】
　大洲市から、小学６年生約
20 人が毎年高島市を訪問され
市内の小学生と交流し、友情を
深めています。

【　守口市民まつり　】
　毎年 11 月に開催される守口市
民まつりに市の物産販売を中心に
参加しています。市の農産品は多
くの守口市民にご好評をいただい
ています。

  　　   

▼友好交流調印日　平成 18 年９月１日

▼人口　４５，５９９人

  　　 

「三ツ星ちゃん」

　大洲ならではの食文化、食材を生かした新しい
料理（Ｏ級ご当地グルメ）のＰＲをしています。

●Ｏ
オー

級グルメＰＲキャラクター

  　　 

▼
▼

  　　 

　中江藤樹先生 勉学の地である大洲市とは、生誕の地である旧安曇川町が平成 11 年８月に友好提携を行い、教育・文化・産業などの各分野で交流してきました。 

藤樹先生邸宅前でパシャリ

  　　　   

▼フレンドシップ交流調印日 　平成 17 年９月１日
　（災害時における相互応援協定も同時調印）

▼人口　３６６，３８５人

  　　　

友好都市との交流
　高島市には、４つの友好交流都市があります。
　国内では、大阪府吹田市、守口市、愛媛県大洲市、国外ではアメリカ合衆国のミシガン州ペ
トスキー市です。今回の特集では、これらの市との交流の取り組みをご紹介します。

※調印日は、高島市となってから改めて調印をした日。人口は平成 27 年 11 月末時点（ペトスキー市以外）。

●吹田市イメージキャラクター 「すいたん」

　昭和 55 年、今津町南生見に吹田市立

少年自然の家が開設されたことを契機

に、旧今津町との交流が始まりました。

「Ｏ級くん」

北海道

ニセコ町

カタカナ町名を縁に昭和 53 年に旧マキノ町との
間に姉妹都市協定を締結しました。現在も、小・
中学生が「少年交流・体験事業」を通じて交流を
しています。また、市民交流団体による訪問交流
も平成 23 年から再開しました。

沖縄県

伊
い え そ ん

江村

旧高島町で地域海洋センターが伊江村と同時期に
建設（昭和 60 年）されたのを機に、平成６年か
ら青少年スポーツ相互交流事業として、スポーツ
を通じた交流を現在も行っています。

岩手県

盛岡市

高島商人「小野組」が東北で成功した歴史的繋が
りにより、「岩手滋賀県人会・近江商人末裔

えい
会」と、

旧安曇川町および旧高島町の地元市民でつくる「み
ちのく高島商人に学ぶ会」が交流をしています。

夏は伊江村へ

冬は高島市へ
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環境政策課　 （25）8123　 （25）8145
　　　　　　　 kankyo@city.takashima.lg.jp

補助金申請受付状況
12 月 16 日までの ○電気式生ごみ処理機……………… ８０３件

○コンポスト………………………… ４１３件
○事業所用（大型）生ごみ処理機…… １６件

　年の初めは、自宅で過ごされる機会が多
くなることから、ごみも多く出ます。
　燃やせるごみの多くは「生ごみ」です。
水切りネットを使って、水を十分に切って
から燃やせるごみとして出してください。
生ごみの水分が減るとごみ袋が軽くなり、
かさも減ります。

　また、一般家庭用生ごみ処理機、コンポ
スト等を利用し、燃やせるごみを削減しま
しょう。できた乾燥物は、植木や草花の肥
料としても利用できます。ごみ減量・リサ
イクルに皆さんのご協力をお願いします。

市では一般家庭用
生ごみ処理機などの購入費
の一部を助成
しています。ごみ減量・リサイクル
推進のため、ぜひご利用ください。

補  助  

補助対象

２／３以内

●…電気式生ごみ処理機購入（40,000 円限度）
●…コンポスト購入（7,500 円限度）
●…コンポスト用基材購入（3,000 円限度）

（単位）ｔ

　市民の皆さんのご理解とご
協力により、環境センターに
収集される「燃やせるごみ」
が前年度同月に対して
１．０１t（０．１%）減少
しました。引き続き、ごみ分
別や減量にご協力ください。

  燃やせるごみの収集量11 月の

100 150 200 250 300
（週）

950 1000900
（合計）

第１週
243.51t
238.62t

第２週
242.69t
239.47t

第３週
242.97t
242.73t

第４週
245.10t
252.44t

合  計
974.27t
973.26t

Ｈ 26
Ｈ 27

詳しくは、市のホームページ等でご確認ください。

There is a wonderful way of living in 
and around Takashima.  Thank you so 
much for sharing it with me.  All of the 
volunteers worked tirelessly to provide 
for a very enjoyable visit, and for that I 
will always remember it and be grateful.

（高島にいる間、とても貴重な体験ができ
た。ホストファミリーの方にも、そ

して私たちのために惜しみなく
労力を提供してくださった皆さ
んにもありがとうと言いたい。

この思い出は一生忘れな
い。感謝の気持ちでい
っぱいだ。）

    

▼人口　５，６７０人（２０１０年調査）

　昭和 43 年に滋賀県がミシガン州と姉妹提

携したことを受け、「湖畔の観
光リゾートの

まち」を縁に、昭和 51 年旧マキノ町が同州

ペトスキー市と姉妹都市協定を結びました。

【……ミシガン州友好親善使節団の訪問……】
　隔年で相互の友好親善使節団が相手方を訪問
し、ホームステイを行って言語や文化の壁を越
えた交流と学びを続けています。
　今年度は、10 月 15 日（木）から 20 日（火）
までペトスキー市から７名が高島市を訪問され
ました。滞在期間中、高島市国際協会や通訳ボ
ランティアの皆さんのサポートにより海津の町
並み散策や福祉施設の見学、HUG（避難所運
営訓練）などを体験されました。

シャパチャーさん

I enjoyed the tour of 
the sake brewery and of 
Makino town very much.

（私は酒蔵とマキノ町の
ツアーをとても楽しみ
ました。）

I enjoyed the tour of 
the sake brewery and of 
Makino town very much.

（私は酒蔵とマキノ町の
ツアーをとても楽しみ

市民協働課　 （25）8526

友好都市との交流

中国浙江省
余
よ

姚
よう

市
陽明学の祖・王陽明の生誕の地ということから、
平成 4 年から民間書道団体による書道交流を続け
られています。

この他にもさまざまな都市と市民主導の親交があります。

して私たちのために惜しみなく
労力を提供してくださった皆さ
んにもありがとうと言いたい。

この思い出は一生忘れな
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高
島
の
食
と
人 

　

 

― 
３
つ
の
○ま

る

○ま

る  

―

　
今
年
度
、
地
方
創
生
先
行
型
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
び
わ
湖

高
島
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
事
業
」
で
は
、
高
校
生
の
有
志
と
市
民
の
有

志
に
、「
高
島
の
食
と
人
」
を
取
材
し
て
も
ら
い
、「
高
島
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」
を
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
試
み
は
、
市
民
が
自
発
的
に
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、
愛
着
や

誇
り
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
今
後
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
核
と
な
る
人
を
育
て
る
活
動
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
秋
か
ら
取
材
が
は
じ
ま
り
、
今
後
、
四
季
を
通
じ
て
「
高
島
の
食
文

化
か
ら
広
が
る
暮
ら
し
」
を
取
材
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、「
高

島
の
食
と
人
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
メ
ラ
マ
ン
や
取
材
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
島
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

“３つの○○とは・・・
　言い換えると“３つの核心”と
いうようなことです。高島の人に、
高島の「食」と「人」を取材して
もらいながら“３つの○○”を探
していきます !

　「地元の食材を自分たちで食べる。」という高島の
方にとってはあたりまえの暮らし方が、都心で暮ら
す方にとっては非日常の憧れのライフスタイルなの
です。高島の「食」を高島らしい文化と捉えて見直
してみると、多くの個性豊かな生活が見えてきます。
そして、その魅力を市内の方に取材していただき高
島の豊かさを再発見しながら、地域内の人と人との
連携を深め、市外にも幅広く発信していきたいと考
えています。 これからお訪ねさせていただく
事がありましたら、ぜひお力添えをいただ
きますようお願いします。 

（ 株 ）Smile で、 創 業 期 か ら Soup Stock  
Tokyo のブランドづくりをけん引する。平
成 26 年に雨上株式會社を設立し、今年本
社を高島市に移転させ、本格的な活動を
開始。今年度、「びわ湖高島ブランド戦略
推進事業」支援業務委託を受託する。

日　時　２月 17 日 水　18 時～　
場　所　観光物産プラザ（新旭公民館）
内　容　「高島の食と人－３つの○○－」
　　　　秋・冬編の取材発表と講評会、
　　　　意見交換等
ゲスト　株式会社枻

えい

出版社 Discover Japan
　　　　　統括編集長　高橋 俊宏 氏
　　　　元デンマーク大使館
　　　　　広報員　イェンス・イェンセン 氏
コーディネーター
　　　　雨

あめあがるかぶしきがいしゃ

上株式會社
　　　　　代表取締役社長　平井 俊旭 氏
参加費　無料
★要参加申込　２月 10 日（水）までに企画
調整課へご連絡ください。

問・ 企画調整課　 （２５）８１１４

雨上株式會社  代表取締役社長　平井  俊旭

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
か
ら

高校生や市民の有志が、「高
島の食と人」を取材し、ホー
ムページなどで紹介してい
きます。

えています。 これからお訪ねさせていただく
事がありましたら、ぜひお力添えをいただ

（ 株 ）Smile で、 創 業 期 か ら Soup Stock  
Tokyo のブランドづくりをけん引する。平
成 26 年に雨上株式會社を設立し、今年本
社を高島市に移転させ、本格的な活動を
開始。今年度、「びわ湖高島ブランド戦略
推進事業」支援業務委託を受託する。

　平井  俊旭

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
か
ら

ディスカバー高島会議  開催
（講評会）

　第 28 回近畿市町村広報紙コンクール（毎日新聞社、毎日
文化センター主催）で、応募数 67 団体の中から、２年連続
で、広報たかしまが優良賞に選ばれました。
　受賞を励みにし、今後も親しみやすく市民の皆さんに愛さ
れる広報誌づくりを行っていきます。

審査対象の８月号

近畿市町村広報紙コンクールで
   「広報たかしま」が２年連続の優良賞 !

秘書広報課　 （25）8000

　高島市人権教育推進協議会では、人権意識を高めるため人権啓発標語を募集したと
ころ、３，４６４点の応募がありました。たくさんのご応募ありがとうございました。
　応募作品の中から、優秀作品として次の 16 点を選定しました。

　【小学校　低学年の部】　
　わたしから　みんなにとどけ　やさしい心

　　（マキノ南小学校　２年生　兵藤　叶
か な み

望 さん）
　なかないで　一人じゃないから　だいじょうぶ

　　（今津東小学校　２年生　山下　波
は ざ と

聖 くん）
　言っちゃダメ　みんながいやがる　ちくちくことば

　　（安曇小学校　２年生　梅原　朋
と も き

貴 くん）
　どうしたの　なんかあったの　はなしてね

　　　　（高島小学校　２年生　福井　千
ち は る

陽 さん）
　やめようね。　いじめ見ぬふり　知らんかお。

　　　　（新旭南小学校　２年生　前川　結
ゆ い ほ

星 さん）
　
　【小学校　高学年の部】
　変えようよ　見て見ぬふりから　気づかいに

　　（今津東小学校　４年生　古屋　翔
しょうご

梧 くん）
　うれしいな　あなたのやさしさ　思いやり

　　（青柳小学校　４年生　江阪　竜
た つ き

樹 くん）
　いじめたら　あかんゆるさん　みのがさん

　　（新旭南小学校　４年生　佐々木　択
た く み

望 くん）
　考えよう　それってして良い？　言って良い？

　　（今津東小学校　５年生　島本　大
ま さ と

翔 くん）
　大丈夫　仲間はいるよ　すぐそばに

　　（高島小学校　６年生　冨永　優
ゆ う ひ

飛 さん）

人権啓発標語優秀作品

たくさんのご応募ありがとうございました！

人権啓発標語　優秀作品発表

　【中学校の部】
　その言葉　一度自分に　問いかけて

　　（安曇川中学校　１年生　佐々木　理
り な

那 さん）
　悪いこと　ダメと言える　よき仲間

　　（湖西中学校　１年生　川島　彩
さ や め

愛 さん）
　その勇気　いじめがなくなる　第一歩

　　（マキノ中学校　２年生　大谷　優
ゆ い

依 さん）
　やめようよ　見てみぬふりを　する自分

　　（安曇川中学校　２年生　西川　希
き ら ら

星 さん）
　大丈夫　必ず仲間が　そばにいる

　　（湖西中学校　３年生　保木　恵
けいすけ

祐 くん）

　【一般の部】
　普段から　御近所　ふれあい　助けあい

　　（安曇川町　大岡　倭
し づ こ

文子 さん）

高島市人権教育推進協議会
　（社会教育課内）
　 （３２）４４５７

12
月
29
日
（
火
）
か
ら
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
は
市
役
所
・
各
支
所
は
お
休
み
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お知らせ拡大版
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お知らせ拡大版
　
平
成
28
年
度
（
平
成
27
年
分
所
得
）

の
市
民
税･

県
民
税
申
告
書
を
、
１
月

下
旬
に
前
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
へ
発

送
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
分
の
所
得
税
と
復

興
特
別
所
得
税
確
定
申
告
関
係
書
類

は
、
１
月
下
旬
に
大
阪
国
税
局
か
ら
発

送
さ
れ
ま
す
。（
消
費
税
確
定
申
告
書

お
よ
び
青
色
決
算
書
等
も
該
当
さ
れ
る

方
に
は
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　
な
お
、平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
で
、

ｅ-

ｔａｘ
（
電
子
申
告
）
を
利
用
さ
れ

た
方
や
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告

書
を
印
刷
し
て
提
出
さ
れ
た
方
に
は
、

申
告
書
用
紙
や
確
定
申
告
の
手
引
き
は

郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
申
告
に
必
要
な

情
報
は
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
」や「
お

知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」
に
よ
り
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
に
、
次
の
通
り
防
風
柵
が
追
加
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
防
風
柵
を
整
備
し
た
区
間
で
の
運
転
見
合
わ

せ
時
間
が
概
ね
３
分
の
１
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
も
湖
西
線
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、関
係
機
関
と
連
携
し
、

要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交通対策課
　 （２２）００５８

①志賀～比良駅間の山側沿線
　延　　長：約２．５km　
　完成予定：平成 28 年２月初旬
②和邇～志賀駅間の山側沿線
　延　　長：約３．３km
　完成予定：平成 28 年度中
③近江中庄～永原駅間の山側沿線
　延　　長：約３．４km
　完成予定：平成 29 年度中
④永原～近江塩津駅間の山側沿線
　延　　長：約１．２km
　完成予定：平成 29 年度中

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て
は
、
消
費

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
時
期
の
延
長

に
伴
い
、
居
住
年
の
適
用
期
限
が
平
成

29
年
12
月
31
日
か
ら
平
成
31
年
６
月
30

日
ま
で
の
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

の
申
請
を
さ
れ
た
方
が
、
確
定
申
告
や

市
民
税
・
県
民
税
所
得
申
告
を
さ
れ
た

場
合
（
医
療
費
控
除
等
に
よ
る
申
告
も

含
む
）
や
６
か
所
以
上
の
市
町
村
に
申

請
を
行
っ
た
場
合
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
の
申
請
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
確
定
申
告
や
市
民
税
・

県
民
税
所
得
申
告
に
よ
り
、
寄
付
金
控

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
の
方
で
、
か
つ
公

的
年
金
等
に
関
す
る
所
得（
雑
所
得
）

以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の

場
合
は
、
そ
の
年
の
所
得
税
と
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
た
だ
し
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

　
こ
の
場
合
で
も
、
医
療
費
控
除
な
ど

に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
確
定
申
告
書
は
、
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

の
お知らせ

市
役
所
税
務
課
　
（
２
５
）
８
１
１
６

今
津
税
務
署
　
（
２
２
）
２
５
６
１

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

変
更
さ
れ
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

重
要
な
お
知
ら
せ

注
意
！

変
更
点

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
や

確
定
申
告
書
等
を
発
送
し
ま
す

１
月
下
旬
に

税
の
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

申
告
に
必
要
な
税
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

除
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
納
税

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
と
は
？
】

○
確
定
申
告
や
市
民
税
・
県
民
税
所
得

申
告
を
し
な
く
て
よ
い
給
与
所
得
者
や

年
金
所
得
者
が
寄
付
を
し
た
場
合
に
、

申
告
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
特
例
制
度

で
す
。

　
寄
付
を
さ
れ
る
と
き
に
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
特
例
の
申
請
を
さ
れ
る
と
、
市
町
村

間
で
通
知
を
行
い
、
翌
年
度
の
住
民
税

で
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今津税務署からのお知らせ　
今津税務署の確定申告会場は、

２月16日火～３月15日火まで開設します（土・日を除く）。

■ご注意ください
○開設期間前の確定申告相談は、平常業務での対応となりますので、長時

間お待ちいただくことがあります。
○また、確定申告期間の初日（２月 16 日（火））と確定申告期限間際（３月

15 日（火））は、大変混雑しますので、比較的余裕のある２月下旬から３
月初旬のご来場をお勧めします。

○なお、開催期間中においても混雑が予想されますので、国税庁ホームペー
ジの「確定申告書等作成コーナー」のご利用をお勧めします。

申告書作成から提出までの流れ

①作成コーナーにアクセス
ご自宅のパソコン等から、
「作成コーナー」で検索。

②申告書を作成
画 面 の 案 内に従っ
て、金額等を入力し
申告書等を作成。
給与・年金画面が新
しく開設されました。

③申告書を提出
【書面提出】
印刷して郵送などによ
り提出。
または
【……ｅ－ｔａｘ………】
事前準備が必要です。
詳しくは e-Tax ホーム
ページをご覧ください。

国税庁

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」のメリット

1
税務署に出向く必要なし！
作成した申告書などは印刷し、郵送等により税務署に提出することができ
ます。また、e-Tax を利用して送信することもできます。

いつでも利用可能！
確定申告期間中は、24 時間いつでもご利用できます。

自動計算機能！
毎年の税制改正に対応した自動計算機能により、計算誤りのない申告書
等を作成することができます。

前年データの利用可能！
作成した申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申告でも利用できます。
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予
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要

区　　分 補正前の額 補…正…額 補正後の額
一般会計 ２８０億３,６１０万円 ５億２,７１０万円 ２８５億６,３２０万円
特別会計 １５９億１，０９７万円 ６,１７９万円 １５９億７，２７６万円
事業会計 ７９億４,９４０万円 ▲４６５万円 7９億４,４７５万円
予算総計 ５１８億９,６４７万円 ５億８,４２４万円 ５２４億８,０７１万円

歳入歳出補正予算

　…一般会計の主な支出

福祉医療事業 衛生センター管理運営事業
３,５５０万円 ５, ４７４万円

　平成 26 年 10 月から実施して
いる中学卒業までの子ども医療費
の助成について、当初予定を上回
ったため増額します。

　高島浄化センターのし尿・浄化
槽汚泥受入施設設置工事の事業費
が確定したことに伴い、不足する
事業費を増額します。

びわ湖高島えんむすび事業 新規就農者育成等支援事業
５,１４２万円 １８５万円

　ふるさと納税の寄付額見込みを
１億円から２億円に増額し、あわ
せて寄付された市外の方への返礼
品に必要な経費を増額します。

　新規就農者が当初予定より増え
たため、不足分の就農給付金を増
額します。
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氏　　　名 住　　　所
中川　泰夫 マキノ町知内

江端　英嗣 マキノ町海津

稲葉　隆一 今津町藺生

奈良　羊子 今津町住吉

洲崎　富士夫 今津町浜分

上田　謙治 朽木地子原

酒井　高康 朽木大野

梅村　頼子 安曇川町四津川

川越　清司 安曇川町下小川

德村　明美 安曇川町下古賀

白井　洋子 宮野

三矢　艶子 永田

日花　滋子 新旭町藁園

三田村　治夫 新旭町饗庭

人権施策課
　 （25）8524

人権擁護委員は、啓発活動や学校での人権教室などにも
取り組んでいます。

人権擁護委員の皆さん

今津、新旭、安曇川で「空き家活用相談会」を 開催！

「高島市空き家活用促進協議会」事務局（企画調整課）　 （25）8114

　市内への若者の移住を進めるため、空き家の所有者がその活用を気軽に相談できる場として、空
き家活用相談会を開催します。空き家を所有している皆さん、ぜひ相談会をご利用ください。

※予約いただいた方を優先します。
１月 16 日 土    10 時～ 12 時日 時 今 津 会 場　今津東コミュニティセンター

新 旭 会 場　観光物産プラザ（新旭公民館）
安曇川会場　安曇川公民館

場 所

空き家所有者の皆さんへ 貸したい・売りたい

「空き家」情報を

どしどしお寄せください！

お知らせ
「空き家リフォーム補助（空き家を貸し出そうとする空き家所有者が行うリフォーム工事）」
をお考えの方は、空き家紹介システムへの物件登録（賃貸）をお勧めします。

　先日、ニュースで西心斎橋で起こったとある騒動
が報じられていた。その騒動というのが、街に一匹
のサルが出没しそれを捕獲しようとする警察や保健
所が大捕り物を演じたというものだ。そのニュース
を見て第一声「それがどうした」と言ってしまった。
感覚が大きく変化するものだ。
　以前、安曇川でサルの親子が道路を渡ろうとして
いるところに出くわした。車の私は一時停止して
「どうぞ」と道を譲った。その仕草を見て、サルの
親子が心もち申し訳なさそうに道を渡った。大阪市
内で暮らしていた時は自分の都合だけの意地悪な運
転だった。そんな私が教習所さながらのおもいやり
運転をするとは…しかも相手はサルだ。親子だけど。
もちろんサルによる農作物の被害などは悩ましいこ
とだ。でもサルがいるというだけで、やれ警察だ保
健所だの大人たちがドタバタと走り回り、大声を出
し「捕まえたぞー！」ってやっているのも変な気が
する。そりゃいるさ。サルぐらい。

【さいじ】歳時　催事　細事 etc…
移ろいや催し、日々感じる細々したことを
地域おこし協力隊の感性で徒然伝えていく
コーナーです。地域おこし協力隊

原　周右

「それがどうした」

農業委員会から、市長に
建議を提出

　高島市農業委員会では、毎年、農業者の公
的代表機関として、刻々と変化する農政問題
とその解決策を調査・研究し、「建議」とし
て取りまとめ、市長に対し提言を行っていま
す。
　今年は、４つの分科会を設けて、「担い手
の育成・確保」「遊休農地の解消」「鳥獣被害
対策の強化」「特産品振興対策の推進」につ
いて検討協議し、「高島市農業施策等に関す
る建議書」としてまとめました。建議書は、
農業委員会等に関する法律第６条に基づき、
11 月 26 日（木）に市長に提出しました。

農業委員会事務局　 （25）8513

刻々と変化する農政問題とその解決策を提言

若者定住促進
プロジェクト
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